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U R L:

研 究 目 的

ホップの未利用部である蔓葉を反賓家畜の飼料に応用するための第一段階として､ホップ蔓葉の .

ポリフェノールなどの機能性成分を検索することを目的とするoさらに､一般成分を測定し､反賓

家畜の飼料としての可能性についても検討するo

研究結果 の概要

1 はじめに (研究の背景等)

ホップはクワ科の多年生殖物であり､我が国では北海道､東北地方北部で栽培されているo遠野

市のホップ収穫量は日本一であり､大手ビール会社の遠野産ホップを使用したビールが話題となり､

町起こしにも一役果たしているoホップは､多量のボーjフェノールを含有しており､ヨーロッパで

は古くから民間薬としても用いられ､殺菌､鎮痛作用などの効能があることが知られている○最近

では､ポップに含まれるポリフェノールが腸管出血性大腸菌0-157の作り出すベロ毒素を無害化

するなどの生理機能を有することが発見されている○しかしながら､これまではビールの苦味成分

となる壇花のみに注意が払われており､球花以外の部分は､一部堆肥化して利用しているものの､

大部分は廃棄されているのが現状であるoそこで､ホップ未利用部分であるホップ蔓葉部分に注目

し､反審家畜用飼料としての可能性を探るための前段階として､遠野地区で栽培､収穫されたホウ

プ蔓葉を材料とし､これらの機能性成分含量を測定すると同時に一般成分である粗タンパク質､粗

灰分含量を測定することを目的とした0本実験ではポリフェノールとして抗琴化､抗菌作用を有す

るアクテオシドを取り上げ､ホップ蔓葉に含まれてい~るか否かについて検討した○さらに､イリド

イ ド配糖体であるアウクビン､カタルボ⊥ルたついても同様にして検討した02 材料および方法材料

平成16年8月21日に遠野ホップ協同組合で栽培､収穫されたホップの蔓葉をサンプリングし､

研究室に持ち帰ったoサンプルは壇花､葉部および蔓部に分け､それぞれ60℃､48時間乾燥､風

乾した後､粉砕し､冷凍保存したo残りの一部は凍結乾燥機を用いて凍結乾燥､微粉砕した後､
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分析方法

粗タンパク質は､風乾物サンプルをケルダール分解した後､アンモニア態窒素をインドフエノー

ル法により測定した○粗灰分は､サンプルを磁性ルツボに秤量し､550℃､2時間加熱して測定

した○乾物は､サンプルをアルミ缶に秤量し､135℃､2時間加熱して測定したo機能性成分と

してポリフェノールの一種であるアクテオシドおよびイリドイ ド配糖体のカタルポール､アウク

ビンを測定したoすなわち､凍結乾燥機を用いてホップの壇花､葉部および蔓部を凍結乾燥､微

粉砕した後､メタノールでアクテオシド､アウクビン､カタルボールを抽出し､高速液体クロマ

トグラフイー (SCL-10A､島津製作所)を用いてそれぞれの濃席を測定した03 結 果

一般成分

ホップの各部位における粗タンパク質および粗灰分含量を表 1に示した○粗タンパク質含量は

雀花および葉部で蔓部よりも高かつたo粗灰分含量は葉部が壇花および蔓部よりも高く､蔓部は

堪花および葉部よりも低かつたo

表 1 ホップ各部位の一般成分 (%)

粗タンパク質 粗灰分-

壇花 19.8 11.6

葉部 25.8 22.7

蔓蔀 7.5 7.3

機能性成分

アクテオシドは雀花において検出されたが､葉部および蔓部においては検出限界以下であっ

た (表 2)o一方､アウクビンおよびカタルボールは壇花､葉部､蔓部のいずれの部位でも検出

されなかったo

表2 ホップ各部位の機能性成分 (ppm)

アクテオシド アウクビン カタルポール

球花 311 ND ND

菓部 ND ND ND

蔓部 ND ND- ND

ND :検出できず

4 考 察

遠野地区は古くからの馬産地であり､県内でも畜産のさかんな地域であるoこの地域におけるホツ

プの収穫量は日本一であるOこれまでホップに関してはビールの苦味成分となる塩花のみに注意が
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払われており､壇花部分以外の部分は､ほとんど利用されておらず､大部分廃棄されている｡ホッ

プは､多量のポリフェノールを含有していることが知られており､ビールの成分として利用されな

い蔓葉の部分にポリフェノールを含有していれば､その利用価値は飛躍的に向上することが期待さ

れる｡そこで､本研究ではホップ未利用部分であるホップ蔓葉に注目し､反審家畜用飼料としての

可能性を探るための前段階として､一般成分を測定した｡さらに､抗酸化､抗菌作用を有するポリ

フェノールの一種であるアクテオシド､イリドイド配糖体の抗炎症作用を有するアウクビンおよび

利尿作用を有するカタルボールがホップに含まれているか否かについて検討した｡一般成分である

粗タンパク質､粗灰分含量はホップの各部位とも代表的な粗飼料あるいは濃厚飼料に匹敵する量を

含有していた｡特に､堪花､葉部においては粗タンパク質､粗灰分ともに家畜用の飼料よりも高かっ

た｡このことは､ビールの原料として利用される球花以外の部分が家畜の飼料としての可能性を有

していることを示している｡しかしながら､本実験でポリフェノールの一つとして選択したアクテ

オシドは堪花に含有されていたものの､葉部､蔓部は検出限界以下であった.さらに､ホップのい

ずれの部位にもアウクビン､カタルボールは検出されなかった｡

今後は､ホップの穣花以外の部分を家畜に実際に給与し､その噂好性および消化特性を明らかに

するとともに､他のポリフェノールの成分分析を検索することにより､家畜用飼料としての適性と

その価値について解明する｡
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地域振興への展開

ホップ未利用部分を家畜用飼料として利用することを目的としている｡他のポリフェノールな

どの機能性成分が抽出され､反審家畜の噂好性が良好であることが確認できれば､資源を地域循

環型で有効利用することが可能となる｡さらに､今回は検出できなかったが､機能性成分の存在を

明らかにすることにより､/地域において生産される家畜､牛乳などに付加価値を加えることが期待

される｡
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